
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和　５年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示した成
果指標を達成した教師８０％以上

・教職員間で成果指標を共有するととも
に、校内研修等により学年や学級集団、
個々の児童の実態に応じた取組の促進
を図る。

A
・学力向上対策評価シートの成果指標を達成
できたと自己申告する教師は８５％。

A
・学力向上対策シートの成果指標を達成できたと自己
申告する教師は８５％。
・11月の研究発表をよい意味で刺激材料としながら、校
内研究を核にして継続的に取り組むことができた。

A
・校内研や研究発表会は大変だったと思う。

教務主任

○読書活動の推進 ○読書量平均一人
  ７０冊以上（低学年）
  ６０冊以上（中学年）
  ５０冊以上（高学年）

・図書委員会による図書館祭りや各学年のおす
すめの本を提示するなど児童への啓発活動を進
める。
・読書週間にファミリー読書を推奨し、読書の習
慣化を図る。

A
・「本をたくさん読んでいる」と答えた児童は８
０％以上であり、読書の週間がついてきてい
る。図書委員会の活動や図書館祭りで、さら
なる習慣化が期待できる。

B

・「本をたくさん読んでいる」について「あてはまる」「だいたいあては
まる」と答えた児童は全体の８０％であった。図書館祭りや各学級で
の声掛けなど、読書活動の推奨につながる取り組みができた。
・家庭での読書活動が活発ではないので、来年度貸し出しの方法を
工夫するなどしてはたらきかける必要があると感じた。

B

・テレビやゲームが子どもの身近にある時代に80％の
読書の習慣があるのは先生方、親御さんの努力だと思
う。
・学校での評価と保護者の行動に差があり、保護者へ
の啓発活動を行っていただきたい。

図書主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童生徒７０％以上

・友達のよさ見つけの実践を行う。
・友達を大切にする実践（敬称をつけて友達を大
切にする等）を行う。
・学級づくりや道徳科の授業づくりに関する情報
共有等を行う。

A

・「友達のよさを知っている」と答えた児童は９０％
以上であり、よさに目を向ける習慣はつきつつあ
る。また、敬称をつけて友達の名前を呼ぶ習慣も
９０％以上の児童が身に付いてきている。 A

・学校評価アンケートでは「友達の呼び方」「友達のよさ」につ
いて「あてはまる・だいたいあてはまる」と回答した児童は、
年間を通してどちらも９０％以上であった。このことから、友達
の人権を大切にしようとする思いが育ってきていると考える。
・本年度は、１年間を通して月１回程度学習会（学級づくり、
道徳の授業づくり）を続けており、引き続き情報提供を行いた
い。

A

・友達を作ることは大事であるので、このまま
続けていただきたい。
・思いやりがあり、素直な児童が育っているこ
とをうれしく思う。

道徳主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員９０％以上

・いじめの定義について研修を行い、どのような行為がいじ
めに当たるのか理解を深める。
・毎月１０日の「鳥栖市いじめ・命を考える日」になかよしアン
ケートを行い、即日確認するとともに、チームで迅速に対応
する。
・毎週水曜日の「生徒指導打ち合わせ」において、生徒指導
事項について情報交換と情報の共有を行い、指導や支援
の方法について全職員で共通理解を図る。 A

・いじめ防止等について組織的対応ができている
と回答した教員は１００％であり、事案に対して
チームとして迅速に取り組むことができている。
・生徒指導打合せにおいて、生徒指導事項につ
いて情報交換と情報共有を行うことで、全職員で
の共通理解の上で指導支援が行われている。 A

・いじめ防止等について組織的対応ができている
と回答した教員は95%以上であり、事案に対して
チームとして迅速に取り組むことができている。
・生徒指導事項や教育相談について全職員での
共通理解の上で指導支援が行われている。
・SCによるカウンセリングも相談件数が増え、保
護者への啓発もできている。

A

・大きないじめに発展していないのは先生方
のご尽力と考え、感謝している。
・何がいじめか判断が難しいことだと思うが、
組織的な取組が必要だと思う。保護者にもい
じめの定義について知ってもらいたいと思う。
・学校の評価と保護者の考え方に乖離が見ら
れるものの組織的に対応できていると考えら
れる。
・全職員で迅速に対応するシステムが構築さ
れていることはすばらしいと思う。

主幹教諭

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒90％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒80％以上

・授業の中で子どもの発言を積極的に褒める。
・児童が夢や目標をもつことができるような授業実践
を行うとともに、実践についての情報を共有する。
・キャリアパスポートを活用し、活動の見通しとふり返
りを一体化して意識させることで、自己の成長に気づ
けるようにする。 A

・様々な活動や行事で目標を持たせて取り組
ませるとともにふり返りをさせていると答えた
児童、職員、保護者ともに９０％を超えてい
る。 A

・「先生はあなたの良いところを認めてくれると思
う」「夢や目標に向かって頑張ろうと思っている」に
ついて「あてはまる」「大体あてはまる」と答えた児
童は全体の９０％以上であった。普段の学校生活
で児童の頑張りを認める声かけやキャリアパス
ポートでのふり返りを通して自己の成長に気づけ
るような取り組みができていたと考える。

A

・北小の特色だと思う。夢の実現に向けて、根
気強く、粘り強い人に育っていくことを願って
いる。

特別活動主任

○「笑顔であいさつ」「笑顔でありがとう」
が言える児童の育成

●「笑顔であいさつができている」と回答し
た児童生徒80％以上
●友達に感謝の気持ちを伝えていると回答
した児童生徒80％以上

・登校時に気持ちの良いあいさつができ
ている児童を学年ごとに発表する。
・全クラスで当番を決め、学校全体であ
いさつ運動に取り組む。

A

・「あいさつをきちんんとしている」と答えた児童は９０％
以上であった。
・「友達のいいところを知っている」と答えた児童は、９
０％以上であった。 A

・学校評価アンケートでは「あいさつをきちんとしている」「友
達にいいところを知っている」について「あてはまる」「大体あ
てはまる」と答えた児童は年間を通して全体の９０％以上で
あった。朝の挨拶運動や帰りの会のいいところ見つけ等を通
して人権を大切にしようとする思いが育ってきている。

A

・子どもたちのあいさつは元気を与えてくれる。交通指導員を続ける
一端となっている。
・友達同士の心のふれあいは人格形成上、最も大切な物であり、取
組をこのまま続けてほしい。
・友達の良いところを知ることで、自分もやってみようというサイクル
ができてくると思う。

特別活動主任

❶望ましい生活習慣の形成

❷望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

❸安全に関する資質・能力の育成

❶早寝早起きをしている児童９０％以上
を維持する。

❷「健康に良い食事をしている」児童生
徒80％以上

❸児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る

・生活リズアップ週間を実施し、学校・家
庭の両面から、早寝早起きと朝ご飯を食
べて登校する習慣を意識させる。
・家庭科や特別活動の中で、バランスの
よい食事について取り扱い指導を行う。
・交通安全教室を実施して正しい道路歩
行や自転車の乗り方を身につけさせると
ともに、グループで安全に下校するよう
に各学年で指導を行う。

B

・朝ご飯を食べている児童は９０％以上であっ
たが、早寝早起きに関しては８０％程度に留
まっている。
・交通安全教室や普段の下校指導等を通し
て、児童の安全意識を高めることができてい
る。9月時点では、児童の交通事故０が達成
できている。

B

・朝食を食べている児童は約９５％以上という回
答であった。喫食率９０％を維持していくために、
引き続き学校・家庭の両面から食の大切さや、朝
食を摂ることの重要性を気付かせる働きかけを
行っていきたい。
・早寝早起きができている児童は８０％程度に留
まっているので家庭と連携しながら働きかけてい
く必要がある。
・放課後に交通事故が一件発生した。ヘルメット
着用率は昨年度に比べて上昇しているものの、8
割程度なので引き続き声かけをする必要性を感
じる。

A

・低学年だけでの下校時に危険な行動が見ら
れる。地域での見守りが必要と考える。
・早寝早起きは食生活同様大切であり、原因
はさまざまであるが保護者との更なる連携を
してほしい。
・家庭・学校・地域が一体となって取り組んで
いく内容だと考える。アンケート結果ではマイ
ナス面が気になるが、日々協力し合い、情報
を共有することが大切だと思う。

❶生徒指導主任

❷食育主任（校外）

❸安全教育主任

○運動習慣の改善や定着化を目指した
教育活動

授業以外で運動やスポーツを行う時間
が１週間で２５０分以上の児童生徒７
０％以上

・週に１回以上、各学級でレクリエーショ
ンの日を設定し、運動する機会を増やす
ようにする。 B

・クラスでまとまって遊ぶ姿が見られたが、熱
中症対策で外で遊べない日があり、運動の機
会が十分とは言えなかった。すずしくなってき
たら、再度外で遊ぶよう声掛けを行う。

A
・すずしくなってからは、運動場で遊んでいる児童が多く
なった。また、縄跳び大会や６年生とのレクリエーション
があり、体を動かしていた。体力を付けられるように、こ
のような機会を今後も設ける必要があると感じた。

A
・学校を訪れると元気な声や笑顔に癒される。

体育主任

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・業務記録により勤務時間の意識化を
図る。
・定時退勤日を設定し確実に実行する。
・業務の精選を行う。

A

・職員に毎日施錠時刻の呼びかけを行い、勤務
時間を意識させるようにした。1学期、時間外勤務
が月80時間を超える職員は1人もいなかった。定
時退勤日は17:30退勤を徹底することができた。

A

・全職員が退勤時刻の6:30を意識し、決まった時刻に学校を施錠で
きている。また、金曜の定時退勤日には、全員が17:30前に退勤して
いる。
・入学式・卒業式の出席者を各団体の代表とすることで、準備等に
係る時間を短縮することができた。また、運動会では、種目を大きく
減らすことなく午前中での開催ができた。

A
・業務の効率化の成果が、他校でも実践され
ることを期待する。 教頭

〇ＩＣＴ機器の活用 ○ＩＣＴ機器を授業や業務に活用できて
いる職員の割合８０％以上

・各種業務の文書のデータベースをつく
り、活用できるように整備する。
・ＩＣＴ機器（ＰＣ、タブレット）を授業や業
務に効率的に活用する。

A
・学年フォルダや校務分掌のフォルダーを整
備することで過去のデータを基に事務処理を
することができた。校務用ＰＣや電子黒板、タ
ブレットを活用した授業を多く行っている。

A

・校務サーバー上に分掌事務や学年のフォルダーを機能的
に配置することで、これまでのデータを活用できている。
・タブレットでアンケートに回答できるようにすることで、集計
業務の効率化を図ることができた。また、タブレットを使った
調べ物など、幅広く活用できるようになってきている。

A
・ICTの活用は今後ますます増えていくが、使
用時間の制限も明確にしてもらいたい。 教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本
語」の授業公開学級率８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係
る情報を年間３回以上公開した学級率８
０％以上

・教科「日本語」の実践内容について、
学年通信で学期に1回紹介する。
・児童の取り組みや感想等を、学級通信
等で学期に1回以上伝える。

B

・教科「日本語」の取り組みや感想を通信等で伝えていると回
答した職員は約8割いるが、教科「日本語」の学習のようすを
伝えていると回答した保護者は約7割であった。このことか
ら、通信等で伝える回数を増やしていく必要があると感じる。
職員に、学級通信や学年通信等で取り組みを伝える機会を
より多くもつよう呼びかけをしていく。

B

・保護者、職員共に取り組みや感想をお便り等で
伝えられていないと感じている割合が3割程度あ
ることから、呼びかけが不十分だったと感じてい
る。今後も、教科「日本語」の取り組みや感想をお
便り等で伝えてもらうよう、職員に促していきた
い。

B

・参観日に保護者を巻き込んだ授業を展開できないも
のか。
・日本語の美しさ及び大切さを教え続けることは大切だ
と思う。
・鳥栖市で取り組んでいることなので、他校の結果も気
になる。市としての対策も必要ではないかと考える。

教科「日本語」主任

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○通常学級と特別支援学級で連携した
交流及び共同学習の実施率１００％。
○特別支援に関する専門性と意識が向
上した教員８０％以上

・学年部と支援部で連携した校内支援
体制を整備し、授業での合理的配慮の
提供が常に行えるようにする。
・ニーズに応じた研修会の実施（３回）。

A
・前期に２本の全職員対象の研修、２本の特別支
援学級対象の研修会を実施した。
・個別の教育支援計画と指導計画作成対象者の
見直しを実施し、１００％作成済。

A
・学年部や支援部内での連携した支援体制での
合理的配慮の提供は様々な形で実践することが
できた。
・個別の教育支援計画の整備ができた。

A
・在籍児童の増加や多様化に対応するには、
教育活動全体を通してきめ細やかな指導をお
願いしたい。

特別支援コーディネーター

○学習への意欲の充実

○学習活動における人権意識の向上 ○授業において、児童の人権意識が向
上する「学び合い」を入れていく。児童に
よる意思表明と、それに対する同意や称
賛の割合５０％以上

・学習活動において、指名やグループ発表などを
通して、児童の意思を表明する機会を確保す
る。
・児童同士が意思表明や同意、称賛などを行うこ
とを通して、自己肯定感や自尊心を高める機会
を設ける。

A
・第１、４学年で校内授業研究会を行った。また、他の学年
も、11／９の研究発表会に向けて、指導案・学級づくりを行っ
ている。日々の研究、授業・学級づくりの中で、児童による学
び合う活動を積極的に入れている。教師や児童による同意
や称賛など、人権意識の高まりを感じられる機会が増えたと
感じている。

A

・11/9の研究発表会では、「学び合う活動（人権）」をテーマに、算数
や日本語の授業で、２年間の研究成果を発揮することができた。２
年間の学び合う活動を通して、児童は自分考えや気持ちを述べるこ
とに、抵抗が低くなった。また、友達の考えを受け入れる風土も育っ
てきている。

A
・人権の大切さは大人になっても必要である。
大切な教育だと思う。
・研究の成果を今後の教育活動に生かし、特
色のある学校にしていってほしい。

研究主任
人権同和主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・中間評価をもとに取組をさらに推進させるで、目標に近づけることができた。来年度も振り返りを生かして取り組んでいきたい。
・無理なく進めることでコミュニティー・スクールとしての取組が軌道に乗っている。学校運営協議会を中心にした各種団体との組織も整ってきている。学校、保護者、地域が連携・協力することで、地域性を生かした学校運営を進めていきたい。
・各項目での目標や取組の浸透がさらに図られる必要があると感じられた。学校評価の目標を意識させるための取組も考えていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・中間評価をもとに、取組をさらに推進させることで、目標に近づくことができた。来年度も振り返りを生かして取り組んでいきたい。
・教科「日本語」やコミュニティ・スクールの取組の取組の広報活動が不十分であることが分かった。学校だよりや学校ホームページ、マチコミを使って取組を広く知らせていきたい。
・コミュニティー・スクールとしての取組が軌道に乗ってきている。学校運営協議会とともに様々な行事を企画し、実施していきたい。

２　学校教育目標 豊かな心を持ち、個性に富み、たくましく生きる児童の育成

３　本年度の重点目標 ①子どもの心を鍛える　②子どもの学びを鍛える　③子どもの体を鍛える　④教師力を磨く　⑤共に育てる

学校名 鳥栖市立鳥栖北小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


